
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

 
学 校 名       

 
瑞浪市立瑞陵中学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１０月２７日（日） 

 
実 施 概 要 

 

＊ 保護者・地域住民等を対象に、全ての学級の授業・合唱活動を公開した。 

＊ 地域在住の桐井雅康氏（元土岐市立泉中学校校長）を招き、保護者向けの講演会を実施した。 

＊ 学校評議員さんに案内を出し、当日の教育活動を見て頂き、ご意見を頂いた。 

＊ 保護者にアンケートを依頼し、学校教育活動全般にわたる項目について、評価をいただき、結果を

分析し、教育活動の改善にいかしている。 
 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
□自然   □歴史   ■文化  □産業   □その他 
公開の方法 
■授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
□地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
２２５人 

 
 

計 ２２９  人 
 

 
地域関係者 

 
４人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 授業参観について 

５校時を授業公開した。普段から心がけている「生徒が生き生きと活躍する授業」を見ていただけ

るよう心掛けた。数学では、第２学年で習熟度別の学習の様子を公開した。また、道徳も、１クラス

が公開をした。 

２ 合唱・掃除披露について 

本校の教育活動の「柱」と位置付けている合唱と黙働清掃を公開した。合唱は、１・２年生は普段

の練習の様子を、３年生は学年合唱を披露した。 

３ 講演会について 

地域在住の桐井雅康氏（元土岐市立泉中学校長・現土岐市スーパーバイザー）を招き、保

護者向けの講演会を行った。主に子育てに関わる講演を、約１時間半伺った。参加者の中に

は、ハンカチで涙をぬぐう方も多く見受けられた。大変に感動的な講演で、好評だった。 

４ 学校評議員会も同時開催 

学校評議員会も開催した。現状説明や授業参観、及び合唱の様子を見学していただき、評議員さん

と意見交流会を行った。 

 

 
成果及び課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○授業参観では、「生徒が生き生きと活動する授業」を具現化しようと、工夫ある授業づくりが行われ

た。昨年度までの課題であった保護者マナーにも、確かな向上が感じられた。 

○「授業での全員発言はすごいと感心しました」「姿勢・態度はとても良く、真剣に勉強している姿は

素晴らしかった」「子どもたちの成長ぶりを感じました」等、好意的な意見や感想が多くあった。そ

れと同時に「発言の声が小さかった」「もう少し緊張感のある授業を」といった指摘も見受けられた。 

○「すれ違った生徒が保護者に頭を下げてくれた」「掃除を黙々とできており、床がピカピカ」「合唱、

声量があって迫力を感じました。３年生のまとまりを感じました」等、合唱、掃除、廊下での会釈・

挨拶の姿を評価する声が多く寄せられた。 

○桐井雅康氏による講演会は大好評だった。「講演会では、桐井先生のお話でしたが、前にも聴いたこ

とがあったのですが、何回スライドを見ても涙が出て、考えさせられました」「講演会は、親の役割、

また、人としての生き方について、具体的に話して下さり、たいへんよかったです。話に引き込まれ、

あっという間に時間が過ぎていきました」等の意見が寄せられ

た。 

▲講演会への参加人数が予想外に少なかった。事前の広報活動の

在りようが課題として残った。 

▲保護者の中に、学校・学級・生徒の様子を生々しく知りたいと

いう願いがあることが分かった。学級懇談や学年懇談等、保護

者と直接的に語り合う場を用意できると、更に意味のある会に

なるものと感じた。 

 


